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平成 23 年度 都市計画実習 スマートキャンパス班 最終発表レジュメ H23.06.17  

「イラッとしない交通」講座 ～たてる そめる はる～ 

班員：田野井雄吾 海渡由紀子 飯村友理 小菅伊織 柏倉圭介 鈴木絵里香 田中名見子  

担当教員：鈴木勉 TA：長谷川大輔  

 

① 背景・目的 
 筑波大学は、開発後 30 年以上を経ている筑波研究学園都市

の中心的施設であると共に、学ぶ、住まう、働く、憩うなど、

あらゆる機能が集約されたキャンパスは筑波研究学園都市の

縮図とも言える。ただ、実際に筑波大学キャンパスに目を向け

てみると、時代の変化や学生の行動に満足に対応できていない

部分が随所に見られる。つまりキャンパスのスマートな改善の

余地がうかがえる現状なのである。 

そこで今回の実習を進めていくにあたり、我々の班以下の目

的の流れを設定した。 

学内交通の現状と把握 

   改善策及び中長期的プランの提案 

   スマートモビリティの実現 

   スマートキャンパス実現に貢献 
今回は第 2 段階のプランの提案までを行うが、それらの提案

を大学で実現させることが最終的な目的である。 

② 目次 

 

 

 

 

 
左図のフローに沿って話

を進めていく。「たてる」、「そ

める」、「はる」の 3 つの提

案毎に分けて、それぞれ調査、

分析・考察を示していく。 

 

 

 

③ 各調査の概要 
●ヒアリング調査 
 ヒアリング先 ＜日時＞ 

 ・施設部環境課＜5 月 2 日（月）＞ 

 ・学生生活課＜5 月 11 日（水）＞ 

 ・筑波大学システム情報工学等支援室＜5 月 24 日（火）＞ 

 ・筑波大学総務部総務課＜６月１日（水）＞ 

 ・筑波大学交通安全会＜5 月 31 日（火）＞ 

 ・東京工業大学学務部教務課＜5 月 17 日（火）＞ 

 ・独立行政法人国立環境研究所＜5 月 27 日（金）＞ 

●アンケート調査 
調査対象授業（実施教室）＜有効回答部数＞ 

・数理計画（3A204）＜39＞ 

・心の実験室（2H201）＜131＞ 

・性と生殖の看護学（5C216）＜84＞ 

・都市・地域・環境を探る（3A416）＜69＞ 

・物理数学（1H201）＜13＞ 

・画像論（5C216）＜43＞ 

・大学院生（総研 B、3F 棟）＜59＞  計 438 部 

●駐輪台数調査 
 調査期間:5 月 23 日(月)～5 月 27 日(金)9 時～10 時 

対象区域:1 学～3 学、大学会館周辺、体芸エリア 

④ ３つの提案 

☆提案①たてる 

縦置き型駐輪場 steady rack 
～駐輪場の増設と違法駐輪の解消～ 

◎調査：学内の駐輪場に関する問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改善の方針 

 改善案を提案するにあたり次の 3 つの方針を定めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎提案：縦置き駐輪場 

縦置き型駐輪場(Steady Rack)とは、壁面を用いる駐輪シス

テムのことでラックが左右に可動し、自転車を重ねることが可

能な駐輪方法である。通常の駐輪方法(Free Standing)や輪留め

による駐輪方法(Floor System)について、必要な面積、コスト

などの比較を行った(表 1 参照)。特筆すべき点は以下の 3 点で

ある。 

 

 

 

 

・導入場所の検討 

 導入場所の候補として、次のような性質をもつ場所がふさわ

しいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ⅰ.必要な面積が尐ない(省スペース) 

ⅱ.スタンドのない自転車も駐輪可能である 

ⅲ.デザイン性に優れ、駐輪場の美観向上効果あり 

 

ⅰ.建物近くに駐輪場を確保するため、建物近くに存在するデ

ッドスペースを駐輪場として活用していく 

ⅱ.文献調査より、駐輪場整備のためには駐輪場の美観が重

要な要素のひとつであることから、駐輪場の景観に配慮し

て整備を進めていく。 

ⅲ.通行の妨げとなり、混雑を助長している駐輪場に関して

は、通行の妨げとならない駐輪場に改善する 

 

ⅰ.建物に近い 

ⅱ.2m 程度の垂直で、突起物等のない壁がある 

ⅲ.Free Standing や Floor System では設置できない 

ような小スペース(デッドスペース)である 

ⅳ.通路に接しており、通行の障害になっている駐輪場 

(または違法駐輪)がある 
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3 学周辺において上記のような性質をもつ場所をいくつか

提案する。例えば、3A 棟と理科系棟の間の通路は違法駐輪に

よって通路の幅員が狭まっている現状にある。縦置き型駐輪場

を 導 入 す る こ と で 、 尐 な く と も 約 60cm(=Free 

Standing(1.7m)-Steady Rack(1.08m))の幅員を確保する

ことができる。ここはループにつながる通路であり、将来ルー

プの利用を促進していく上でこの通路の利用率は増加すると

考えられる。導入により大きな効果が期待できる場所である。 

・筑波大への導入のメリット 

縦置き駐輪場の特徴は次のようにまとめられる 

 

 

 

◎今後の課題と展望 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆提案②そめる 

地図の色分けによる情報提供 

～駐輪場・ペデの混雑の分散、徒歩移動の促進～ 
 提案②「そめる」として、駐輪場の地図上での色分けポスタ

ーを用いた学生への駐輪場情報の提供を提案する。情報提供に

よる駐輪場・学内交通の更なる効率化を目的とする。 

◎調査 

＜施設部ヒアリング / ペデ混雑解消のための方策＞ 

→Ⅰ.自転車のループ利用でペデの混雑を解消したい 

＜学生生活課ヒアリング / 駐輪場の整備と利用実態＞ 

→Ⅱ.建物付近の駐輪場が混雑する反面、離れた駐輪

場が空いている 

＜アンケート結果＞ 

１.ペデ上交通手段の分担率 

→Ⅲ.400m(5 分)以内の移動でも約半数しか徒歩を

選択していない（図 3 参照） 
２.学年別の移動経路 

→Ⅳ.多くの１年生がペデ以外の移動経路を選択しよ

うとしない（図４参照） 

３.駐輪場所の分布 

→Ⅴ.授業のある棟の付近に駐輪が偏る（図５参照） 

 

 

 

◎提案：ポスターの作成 

ポスター例１ 歩こう MAP  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

→3A 棟からの移動距離が 400ｍ以内の建物を 100ｍご

とに色分けし、５分以内の移動は歩くことを推進する。 
 

ポスター例２ ループ紹介 MAP  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

→平砂宿舎から 3A 棟までのループを使った経路や時間

を示し、ループからの通学の快適性をアピールする。 

 

ポスター例３ 駐輪場 MAP  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

→駐輪台数調査から分かった、3A 棟から近くても使われ

ていない駐輪場の場所とその混雑率をマップ上に示し、存

在を周知させるとともに利用促進を図る。 

 

 

●建物近くの駐輪場不足を緩和できる 

●違法駐輪の減尐 

●通路が広がり、混雑を解消できる 

課題 

・設置コスト 
→1 台あたりの費用が約 8415 円と比較的高いことが  

導入のネックとなる可能性がある。 

・利用されない駐輪場の土地利用 

→今回の駐輪場増設によって、違法駐輪が減尐するほかに、建

物から離れた駐輪場の利用率が減尐する可能性もある。今後

のループ整備の予定を考慮したうえで、利用されない駐輪場

を別の用途(例えばモビリティセンターなど)で活用していく

ことができるのではないだろうか。 

 
展望 

・設置壁面の緑化、アート化による駐輪場の美観向上 

→駐輪場の美観をさらに向上させるために設置した壁面の緑化

やアート化などが考えられる。提案②『そめる』にある誘導

サインと組み合わせることで駐輪環境の向上が図れる。 

・ループ付近の駐輪環境向上によるループ利用促進 

→自転車のループ利用を促進するために、ループからのアクセ

スのよい場所に駐輪場を増設することが今後考えられる。 

・ロードバイク等、高機能自転車の利用促進 

 

 

 

地図の色分けによる情報提供によりⅠ～Ⅴの

問題の解決を図る 

図６ 
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◎今後の展望 

 

 

 

 

 

 

☆提案③はる  

自転車登録制 ～放置自転車の迅速な処理～ 
 提案③「はる」として筑波大学への自転車登録制の導入を提

案していく。この登録制は、放置自転車の迅速な処理、が大本

の目的であり、さらにその適切な処理がなされることで大学は

もちろん、学生や社会にも何らかの利益が還元されるような仕

組みを提案していく。 

◎調査 

＜支援室ヒアリング / 現在の放置自転車撤去の流れ＞ 

 

 

 

 

 

→Ⅰ.撤去するまでに時間・手間がかかる 

＜総務部ヒアリング / 放置自転車の規模、処理＞ 

→Ⅱ.3 月末～10 月まで放置自転車が残ったまま 

 

 

●東工大での先進事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分析・考察 

東工大と筑波大の基本的な駐輪データ比較 （表２参照） 

→筑波大の方が、学生の自転車利用度（台/人）が高く、 

利用されている規模も大きい。 

→登録・撤去システムを筑波大の規模に合わせる必要 

◎提案：筑波大への導入 

・登録方法 

登録は TWINS を用い、以下の流れで行う。 

 

 

 

 

 

このシールで登録か否かを判断することとなる。TWINS 利用

のメリットとしては、電子化により膨大な自転車利用者データ

の一括管理が可能であり、かつ紙資源の節約も考えられる。 

・登録料や撤去に関する事項（表３参照） 

混み合う時期に放置自転車がないようにするために 5 月に撤

去を行う。また撤去を 1 週間にわたらせるのは、そもそも未登

録自転車があった場合、その自転車が罰則を受けないようにす

るのを防ぐという理由からである。 

・撤去体系の簡易化 

 ○登録制導入後 

 

 

 

 

 

→Ⅰ.撤去にかける時間、手間の削減（図９→図 11） 

●シールによって放置自転車か否かの判別が容易 

→直ちに放置自転車の撤去が可能 

 →Ⅱ.放置自転車による駐輪スペースの無駄の削減 

 

 

・付随的側面（＊図 12 参照） 

 学生の登録に対するインセンティブは、登録しなければ撤去

されてしまう、というデメリットからが大きいだろう。ただ、

メリットを生み出すことによって登録を促せる可能性もあると

考えた。今回考えるメリット、それはずばり、大学周辺の自転

車屋で受けられるメンテナンス割引である。大学と自転車屋の

提携により、大学が、自転車屋の大学への広告費を優遇するこ

ととメンテナンス補助金の提供と引き換えに、自転車屋に登録

者へのメンテナンス割引をしてもらうという仕組みである。こ

れは間接的に大学が登録者のメンテナンス補助をしている形に

なっている。 

◎今後の課題と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑤ 中長期的プランの提案 
今回の 3 つの提案は主に自転車を「とめる」ことに重点をお

いたものであった。中長期的プランでは「とめる」に加え、「は

しる」すなわち自転車の走行環境に関する提案も含めてスマー

トモビリティを実現していく。具体的には、「交差点の盛り上げ」、

「ハンプの除去」、「舗装による歩輪分離」によって現在のルー

プの走行環境の向上を図っていく。さらに、自転車だけにとど

まらず、循環バスや学内の自動車交通にも視野を広げていく。

将来的には、走行と駐輪の両面からの施策によって、自動車に

よる通勤通学から自転車と公共交通によるものへシフトさせ、

よりエコでスマートなモビリティを形にしていく。 

ⅰ.TWINS 上で各自自転車登録フォームに記入 

ⅱ.各支援室の発券機で申請書を発行 

ⅲ.申請書を交通安全会に提出、登録シールを受取 

ⅳ.各自が自転車にシールを添付する 

登録制導入により、ヒアリングで明らかになった

上記Ⅰ、Ⅱの問題の解決を図る。 

課題 
・管理場所の整備   

・登録システムの構築 

→今回は既存のシステムである TWINS を取り上げたが、

新たなシステムの構築も考慮していく。 

・学生への通知    

・大学の補助金の捻出 

・提携する自転車屋の選定 

展望 

・登録システムの充実 

→新たな施策（IC 駐輪場等）にも応用 

・GPS・IC タグの組み込み 

 →自転車の位置情報と量の把握、また更なる盗難対策 

先に示したⅠ、Ⅱの問題の解決可能性が示された。 

展望 

・実際に、学群棟毎の利用すべき駐輪場を色分け 

→アースカラーで自然と調和させ、駐輪場の新たな選択材料に 

・スマートフォン等への応用 

→随時駐輪場やペデの状況を更新し、容易に閲覧可能にするこ

とで、時間や状況に合わせたスムーズな情報提供が可能に 
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表 1 
*大岡山キャンパス**医学群・春日キャンパスを除く 
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